
大豆圃場における代表的な難防除雑草として、帰化ア
サガオ類（以下、アサガオ）があげられる。アサガオは、
防除を怠ると圃場内でまん延し（写真１）、減収、収穫作
業への支障、収穫物への混入を引き起こし、最悪の場合
は、作付けを断念せざるを得なくなる。また、種子が一
度土中に埋没すると、数十年にわたり生存するという報
告もある。その種子生産および環境適応能力の高さから、
地域でまん延しやすく、一旦まん延すると防除にかかる
労力およびコストが甚大となるため、発生の初期段階で
防除し、根絶することが肝要である。
そこで、長野県農業試験場では、土中深くから発芽す
るアサガオを大豆播種前から防除する技術として、「トレ
ファノサイド乳剤」の土壌混和処理を活用した体系処理
の試験を行ったところ、高い除草効果を確認したため、そ
の内容を紹介する。なお、本稿では、長野県内のアサガ
オ主要種であるマルバルコウ、マメアサガオについて説
明する。
本試験の一部は、長野県野菜花き試験場、松本農業農
村支援センターとともに、ＪＡ全農農薬関係委託試験と
して実施した。

この技術の肝となるのは、大豆播種前に「トレファノ
サイド乳剤」を散布し、直後（散布後１日以内）に耕起
することである。耕起した深さ（10㎝が理想）まで「ト
レファノサイド乳剤」の処理層が形成され、土中で発芽・
発根するアサガオが薬液に触れ、幼芽や幼根の細胞分裂

を阻害し、枯死させる（写真２）。ただし、散布後、すぐ
に耕起しないと処理層が十分に形成されない可能性があ
り、防除効果が落ちることがわかっている。そのため、ハ
イクリアランスブームスプレーヤなどで散布した後、ロ
ータリーシーダを用いて10㎝以内で耕起し、播種する。
「トレファノサイド乳剤」の効果が劣る雑草（ツユクサ科、
キク科など）の多い圃場では、播種後～出芽前にほかの
土壌処理型除草剤（以下、土壌処理剤）を散布する。
また、その後出芽してきたアサガオに対しては、効果
の高い生育期茎葉処理型除草剤（以下、茎葉処理剤）を
散布する必要がある。
これらの防除体系をモデル的に図１に示した。

長野県農業試験場内（試験設置前に２種類のアサガオ
種子を播種）および現地圃場（マルバルコウが甚大に発
生する２圃場）において、播種直前に「トレファノサイ
ド乳剤」300ml/10ａを散布後、ロータリーシーダで播種
（耕土深10㎝以内）した。その他の雑草防除として「ラ
クサー乳剤」500ml/10ａを直後に散布。播種19～20日
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図１　 「トレファノサイド乳剤」の播種前土壌混和処理を加えた
除草剤体系処理のイメージ

写真１　 マルバルコウがまん延した圃場
（2023年、長野県内）

写真３　 現地試験における体系処理の効果
（2021年、長野県現地圃場）

左側が無処理区でマルバルコウの発生本数が
280本/㎡、右側が体系処理区で同12本/㎡

写真２　 土中で細胞分裂が阻害され枯死した
マメアサガオ（2022年、長野農試）
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後（大豆２～2.5葉、マルバルコウ５葉以下）に茎葉処
理剤として「アタックショット乳剤」50ml/10ａを散布
した。
　「アタックショット乳剤」処理17～20日後に残草を調
査した結果、乾物重の無処理区対比でマルバルコウが0.5
未満～２％、マルバルコウよりも防除が困難であるマメ
アサガオが２～21％となり、その他の草種に対しても高
い除草効果が得られた（表１）。
　なお、「アタックショット乳剤」散布前の段階では、同
15～45％であったが、これまで長野県内において、既存
の土壌処理剤で効果が高かった事例は同44～60％であり、
「トレファノサイド乳剤」の土壌混和処理の高い効果が示
された。また、現地圃場（Ａ市Ｍ圃場）は、残草調査時
に無処理区にマルバルコウが280本/㎡発生したのに対し、
体系処理区は12本/㎡となった（写真３）。この圃場は、
マルバルコウに覆われた遊休農地であったが、この技術
導入を契機に大豆栽培が復活した。

　前述した方法では、播種日が非常に忙しく、実証農家
や普及指導員から作業体系の改善要望があったため、以
下の２つの体系を検証した（図２）。

①大豆播種10日前～７日前に処理する体系
　播種前後の作業集中を緩和するため、事前に土壌混和
処理をする体系である。
　長野県農業試験場内（前述と同じ方法）および現地圃
場（マルバルコウ甚発生）において、播種10日前～７日
前に「トレファノサイド乳剤」300ml/10ａを散布し、直
後に耕土深10㎝以内で耕起した。播種後、「ラクサー乳
剤」500ml/10ａを散布し、播種22日後（大豆3.5～4.2
葉、アサガオ6.5葉以下）に「アタックショット乳剤」
50ml/10aを散布した。
　「アタックショット乳剤」処理35日後（場内）、22日
後（現地）の残草を調査した結果、マルバルコウの乾物
重が無処理区対比０～８％、マメアサガオが同0.5％未
満となり、その他の草種に対しても高い除草効果が得ら
れた（表２）。
②大豆播種後の土壌処理剤を省略する体系
　同じく作業集中を緩和するため、大豆播種後の土壌処
理剤を省略する体系である。
　播種直前に「トレファノサイド乳剤」300ml/10ａを散
布・耕起し、播種後の土壌処理剤を省略して、茎葉処理
剤で残草を防除する体系の試験を行った。「アタックショ
ット乳剤」の処理時（播種22日後、大豆3.5～4.2葉、ア
サガオ7.5葉以下）には、イネ科雑草の防除として、「ポ
ルトフロアブル」300ml/10ａを同時処理した。
　前述の①と同じく残草を調査した結果、①よりもアサ
ガオの乾物重が多くなったものの、その他の草種を含め
た合計が５％以下となり、十分な除草効果が得られた（表
２）。

★
　現在、事前に土壌混和処理＋播種後の土壌処理剤を省
略する体系などについても試験を行っている。大豆生産
者にとって、効果的かつ省力的な防除技術の開発に向け
て今後とも邁進して参りたい。
　今回紹介した技術の詳細については「長野県普及技術」
で検索し、長野県農業関係試験場の研究成果の検索サイ
トで閲覧できる。�【監修：（公社）農林水産・食品産業技術振興協会】

もっと省力的に防除体系が組めないか？
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図２　�「トレファノサイド乳剤」の播種前土壌混和処理を加えた�
除草剤体系処理の応用版のイメージ

	 上：事前に土壌混和処理する場合
	 下：大豆播種後の土壌処理剤を省略する場合

表２　�「トレファノサイド乳剤」の事前土壌混和処理または大豆播
種後の土壌処理型除草剤を省略した体系による帰化アサガ
オ類に対する除草効果

	 （2022年、長野農試・長野野菜花き試・松本農業農村支援センター）

処理体系 場所

処理日＊１
（大豆播種前後日数）

乾物重無処理区対比
（％）＊２ その他の主な草種

（多い順）トレ ラク アタ＊３ マル
バルコウ

マメ
アサガオ

その他雑草を
含めた合計

事前土壌
混和

農試場内 －７ ＋１ ＋22 ０ ｔ ｔ イヌビエ、ホソアオゲイトウ、エノキグサ
Ａ市Ｍ圃場 －10 直後 ＋22 ８ － １ イヌビエ、シロザ、エノキグサ

播種後土壌
処理剤省略

農試場内 直前 － ＋22 ０ 28 ２ イヌビエ、ホソアオゲイトウ、エノキグサ
Ａ市Ｍ圃場 直前 － ＋22 25 － ５ イヌビエ、シロザ、エノキグサ

＊１：表１と同様、＊２：表１と同様
＊３：	播種後土壌処理剤省略の体系では「アタックショット乳剤」処理時に	

「ポルトフロアブル」300ml/10ａを同時処理

表１　�「トレファノサイド乳剤」の播種前土壌混和処理を加えた�
除草剤体系処理による帰化アサガオ類に対する除草効果

	 （2020・2021年、長野農試・長野野菜花き試・松本農業農村支援センター）

年度 場所

処理日＊１
（大豆播種前後日数）

乾物重無処理区対比
（％）＊２ その他の主な草種

（多い順）トレ＊3 ラク アタ マルバル
コウ

マメ
アサガオ

その他雑草を
含めた合計

2020 農試場内 直前 ＋２ ＋27 － ２ ｔ イヌビエ、エノキグサ、タカサブロウ
2021 農試場内 直前 ＋１ ＋20 ０ 21 11 イヌビエ、タカサブロウ、カヤツリグサ
2021 Ａ市Ｍ圃場 直前 直後 ＋19 ｔ － ｔ イヌビエ、ハキダメギク、ホソアオゲイトウ
2021 Ａ市Ｔ圃場 直前 直後 ＋19 ２ － １ ホソアオゲイトウ、シロザ、イチビ
＊１：トレ＝トレファノサイド乳剤、ラク＝ラクサー乳剤、アタ＝アタックショット乳剤
＊２：無処理区の地上部乾物重を100とした場合の対比を示し、ｔは0.5％未満を示す
＊３：2020年場内は「トレファノサイド乳剤」を250ml/10aで処理、それ以外は同300ml/10ａ処理
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